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2 世界理解月間によせて

国際ロータリー第2660地区
ガバナー

大谷　透

　２月は世界理解月間です。RIはロータリーの創
始者ポール・ハリスが３人の友人と最初に会合を
持った1905年２月23日を「世界理解と平和の日」
とし、この日に始まる1週間を「世界理解と平和
週間」と定めました。そして２月は「世界理解月
間」と指定されています。
　この月間中に、世界の各ＲＣは国際平和に不可
欠なものとして、理解と善意を強調するプログラ
ムを行うよう要請されています。これまでロータ
リーが積み重ねてきた国際理解、友情、平和への
貢献を認識し、更にその推進を強調する月とする
ことが求められています。
　草の根レベルのロータリアンが国際的な友好関
係を通じて平和をリードする勢力となることが期
待されています。当地区では幸いにも殆んどのク
ラブが独自の世界社会奉仕（WCS）プロジェク
トを毎年実施しています。是非そのプログラムに
参加し、現地の人々との交流を通じて「世界理解
と親善・平和」を体感してください。WCS事業
は担当委員だけのものではないのです。
　ロータリー財団は強調事項として水の供給、貧
困飢餓からの救済、識字率向上などへの同額補助
金使用によるWCSプロジェクトを奨励し、世界
平和フェローの育成やポリオ撲滅への資金援助な
ど、世界平和を推進するための多くの機会を提供
します。
　ＲＩは「国籍を異にする市民同士の相互理解を

通じて国際平和を追求する」ためにいろいろなプ
ログラムを提供しています。ロータリー青少年交
換、研究グループ交換（GSE）、国際親善奨学生
などの国際親善大使としての草の根レベルの国際
交流です。第2660地区も熱心にホームステイに
よる市民レベルでの国際交流に取り組んできまし
た。その中で、私たちが特別の思いを込めて毎回
実施しているのが「ヒロシマ訪問」です。平和記
念資料館がアメリカも含めて、各国の若者に感銘
を与えたのは、「誰かが誰かを声高に非難するの
ではなくて、ただ、ただ、このような不幸な出来
事が世界で繰り返されてはならない」ことを、冷
静に節度ある展示で訴えていることでした。
　ヒロシマの慰霊碑については「過ちは繰り返し
ませぬから」という文面を、主語不在と批判する
向きがあります。主語がなくても意味が通じるの
が日本語です。この場合主語は万人に当てはまり、
この悲惨な出来事がこの世界に二度とあってはな
らないという思いがこの慰霊碑に、あらゆる主義
主張を超えて表現されていると思います。
　「恐れ」よりは「希望」を、「争い」よりは「共生」を、
「非難」よりは「友好」を。昨年４月、核兵器廃
絶を訴えたオバマ大統領のプラハ演説以来、世界
は大きく動き始め、9月の国連安保理の「核なき
世界」への決議の一日でも早い実現を夢見ます。
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2 2ガバナー・エレクト研修セミナー
（GETS）に参加して

国際ロータリー第2660地区
ガバナー・エレクト

松本　新太郎
（八尾ＲＣ）

　地区ガバナーになるためには「国際協議会」へ

の出席が不可欠ですが、それに先立ち二度に亘る

GETSが開かれる決まりになっています。全国34

地区から選ばれたガバナー・エレクトの皆さんが

夫婦同伴で招集され、第一回目が９月11日と12

日の２日間、品川プリンスホテルで、第二回目は

11月18日に台場のホテルグランパシフイックで

おこなわれました。

　いわば「国際協議会」への参加を円滑にするた

めの予行演習かと、当初、私自身、少し軽い気持

ちで構えていたのですが実際にはとんでもありま

せんでした。スケジュールはびっしり息つく暇も

ないくらい、とりわけリーダー役をつとめられた

パスト・ガバナーの諸先輩の情熱的なご指導のも

と、ガバナーになるためになにが重要かを徹底的

に叩き込まれました。終日、私は悶々としていま

した。時間が経つにつれて自分自身の浅学を思い

知らされたからです。こんなことならもっともっ

と勉学に邁進しておくべきだったとか、果たして

無事に任務を務めあげられるだろうかとか、さま

ざまな懊悩が胸裏を駆けめぐりました。しかし今

では泣きごとをいってはいられない、誠心誠意全

身全霊で持てる力の全てをだして第２６６０地区

のために捧げたいと念じています。どうぞ皆さん、

非力な私にどうか温かいご助力のほどを伏してお

願いいたします。

　なお末筆になりましたが、１月におこなわれま

した国際協議会（カリフォルニア州サンディエゴ）

での「国際交流の夕べ」には、われらがガバナー・

エレクトの奥様方が余興として「東京音頭」を披

露しました。男性諸君はせいぜい「アーヨイヨイ」

の囃子に応じただけですが、大変好評でした。
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2 2009～2010 年度ＩＭ第７組報告

第7組ＩＭ実行委員長

亀井　克二
（大阪なにわＲＣ）

2009年12月5日（土）、2009年～2010年度国際ロータリー第2660地区
第7組のインターシティーミーティングを開催

　2009～2010年度国際ロータリー第2660地区

第7組のインターシティーミーティング（以下

IM）は、12月5日（土）、大阪なにわRCをホスト

クラブとして、大谷透G、松本新太郎GE、青木

禎一郎G補佐、田中壽秋G補佐Eのご臨席のもと、

スイスホテル南海大阪、浪華の間にて行われまし

た。今年度のIMのテーマは

IM第７組＝となり組 “相互理解と交友”

IMの開催主旨は、ロータリーの友にもあります

ように、地理的状態や広さなどにより地区が数ク

ラブの基準で区分されたグループ単位のクラブの

全員が集まり、合同で行う自由討論集会でありま

す。その主な内容は4大奉仕部門をしっかりとカ

バーしつつロータリーの特徴やプログラムなどを

検討し、その目的は会員相互の親睦と知識を広め

会員にロータリー情報を伝え奉仕の理想を勉強す

るために開催される、とあります。クラブ内で

IM実行委員会が発足した際、在籍年数が10年を

超える会員も多くいる委員のなかで、お隣クラブ

である10クラブについての情報は、会長、幹事

経験者ならば、会合や他クラブの訪問などの際そ

のクラブ情報を聞かれることもあるとはいえ、一

般会員はほとんど情報として入ってこない状況で

す。IMのおとなりクラブでありながら知らない

ことが多くあります。他クラブの活動内容を知る

ことで自クラブもまた、活性化をはかれるのでは
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ないか、おとなりクラブを知ることでロータリ

ー活動も親睦も深まるのではないか、そういっ

た協議の中で今回のテーマを掲げさせていただ

き、11クラブにお願いしてクラブプレゼン担当

者を決めていただき、協力を得て各クラブの奉仕

活動やクラブ同好会活動など映像を通じ紹介して

いただきました。他クラブの活動内容の情報を身

近に得ることで活動への関心も深まり、またその

活動内容の多様性を感じることで自クラブの活動

にも良い影響が得られたと考えております。討論

会におきましても、討論の主題も明確になり活発

な討論会になるのではないかと考えておりました

が、まさにそのとおりになったと感じております。

11クラブのプレゼン担当者様はじめ皆様方には

資料作りに労力をかけていただき感謝しておりま

す。その努力の甲斐もあって大変興味深い活動報

告、討論会が得られました。また、昨年に引き続

き地区補助金を活用し、11クラブ共同奉仕活動

を行うことを目的にニコニコ募金活動も行われ、

参加会員から多くの募金をいただきました。その

募金は７組の地域施設への福祉事業とし後日活用

させていただきます。地区役員の方々、参加会員

の皆様方の協力のもとに活気あるIMを実行でき

ましたこと、心からお礼申し上げます。
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2財団国際親善奨学生帰国報告会開催
財団奨学金・学友委員会
委員長

山下　勝弘
（東大阪ＲＣ）

開催日　2009年12月5日
会　場　會賓楼

　財団国際親善奨学生の帰国報告会兼忘年会を、
毎年12月にPSC主催で開催しております。今年
は、財団学友担当の井上暎夫PGにもご参加いた
だき、顧問ロータリアン並びに地区の委員などを
しているロータリアンや、次年度出発する国際親
善奨学生候補者とPSCメンバーなどで総勢30名
での開催となりました。
　例年と異なるのは、2月に第3回財団学友の集
いを開催しますので、顔合わせも兼ねて、吉川邦
英委員長をはじめとする研究グループ交換委員会
の委員並びにアルムニ会の皆さまにもご参加いた
だいたことでした。
　帰国報告を行ったPSCメンバー（元財団国際親
善奨学生）は、2008－2009年度に留学をした柳
楽有里さんと倉内菜穂子さんの2名でした。報告
者は2名と少なかったのですが、彼女たちはそれ
ぞれ留学先で貴重な経験をつんできたようです。
　留学の本来の目的は学問ですから、国内ででき
ない学問の経験もあったと思います。しかし、報
告会で彼女たちが語ってくれたのは、留学先や研
修先でお世話をいただいたロータリアンについて

でした。
　ロータリー財団（TRF）は2013－2014年度か
ら大きく変わろうとしています。現在の国際親善
奨学生の制度はなくなり、新地区補助金を使って
地区が単独で選考する奨学生と、グローバル補助
金を使う人道的な分野に限定された奨学生の二通
りになります。
　新しい奨学生の制度については現在検討されて
いる途中であり、最終的にどのようになるのか確
定的なことは言えません。しかし、当委員会で心
配しているのは、新しい制度のもとでは、現在の
ように留学先で顧問ロータリアンが奨学生のお世
話をすることがなくなるのではないかということ
です。
　今回報告のあったように、国際親善奨学生は留
学先でロータリアンのお世話をいただき、それを
貴重な経験として帰国してきます。今後、奨学金
の制度が変わるとしても、留学先でのロータリア
ンとのつながりだけはなくしてはならないものだ
と、改めて実感いたしました。
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2 2広報委員会の活動報告

広報委員会
委員長

中島　武
（大阪堂島RC）

　2009年7月から毎週日曜日（12月から水曜日）

に産経新聞で「2660地区の元気人」という企画

記事が連載中です。ユニークな経歴や活動実績を

もつ地区内のロータリアンを紹介するもので、各

クラブから推薦いただいたロータリアンを産経新

聞の記者がインタビュー。ロータリークラブの

「人」をクローズアップすることで、ロータリー

を一般読者にも身近に感じてもらうのが狙いです。

　また、ロータリーをより多くの方々にご理解い

ただくため、この記事を産経新聞大阪本社の公式

ホームページ「産経関西」にも転載。だれでも簡

単に記事が読めるようにしています。なお、ここ

から第2660地区のホームページにもつながりま

す。

　さらに昨年に次ぐ第2弾として、ラジオ大阪で

ロータリークラブの番組をつくります。10分番

組を10回放送する予定で、内容については現在

検討中です。

　こうして新聞、インターネット、ラジオという

多彩なメディアをミックスさせ、多角的かつ積極

的な広報を展開しています。なお新聞記事を記録

として残すため、連載が終了した時点で記事を冊

子にまとめ、会員全員にお渡しします。

　一方、内部向けには広報委員会議で「良い広報

悪い広報」と題する講演や記事の書き方の実践演

習を行い、広報委員のスキルアップを目指してい

ます。

クラブ広報委員長会議



2

7

2 ＲＡＣ海外研修に参加して

ローターアクト委員会
副委員長

池田　佳弘
（大阪梅田ＲＣ）

　私は、昨年10月31日から11月４日まで、毎年
実施されています地区ＲＡＣ海外研修に参加しま
した。当地区のローターアクター 24名、地区ロ
ーターアクト委員会より辻本前委員長と私が参加
し、総勢26名で、ＲＩ第3400地区（インドネシア）
のバリ島を訪れました。
　31日は関西国際空港を午後６時に出発し、バ
リ・デンパサール国際空港に到着したのは現地時
間深夜11時半、ホテル到着が午前１時を過ぎて
おり、初日は移動だけで終わりました。
　２日目、われわれはバスに３時間以上揺られ、
山間部にあるバトゥカルというところに行き、現
地のローターアクターとともに植樹を行いました。
現地は熱帯雨林であり、樹木がうっそうと茂るジ
ャングルなのですが、木材の伐採もかなりされて
おり、その森林の保護のため、伐採した木と同じ
数の木を植えなければならないとされております。
植樹した木は、熱帯雨林気候により３～５年で伐

採できるまで育つとのことで、バリの豊かな気候
に感心致しました。
　現地では、第3400地区のバリにあるＲＡＣか
らローターアクター 10数人の他、第3400地区の
ＧＥもウェルカムパーティーに参加して頂き、光
栄の至りでした。
　翌日以降は、ヒンドゥー寺院の観光や、バリ伝
統芸能の鑑賞など、バリの歴史や文化に触れるこ
とができました。
　ローターアクト委員として、いつも思うことで
すが、彼らの若さとバイタリティには感心させら
れます。今回の海外研修でも、それが遺憾なく発
揮され、現地のローターアクターとの交流も和や
かに盛り上がり、楽しい時間を過ごすことができ
ました。また、帰国後の解団式の様子を見て、彼
らはこの研修を通じて、得難いものを得たものと
確信しました。




















